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論文内容の要旨
1 問題関心と研究方法
本博士論文は、近世武家社会における女性の役割と奥向の構造・機能について考察し、その歴史的変
遷過程と意義を明らかにするものである。
近世の武家社会において国家公権を担っていた将軍家と大名家にあっては、「表」と「奥J で空間的
にも制度的にも分離された性別役割分担のシステムで成り立っていた。「表」と「奥」の概念は、それ
ぞれ城や屋敷の空間構造として、また幕府や藩の機構・制度として用いられ、「表」は男性が政治と軍
事を担う公的領域であり、「奥」は、江戸城大奥に代表されるように、当主家族が家庭生活を送り、女
性が跡継ぎを産み育てて「家」を存続し権力の世襲を維持する役割を担う私的領域、すなわち奥向の領
域であったo r表」と「奥」は明確に区分され、女性は「表J の領域に関与することは規制されていた。
このような「表J と「奥」の仕組みを、本博士論文では「ジ、ェンダー・システム J と呼ぶこととする。
女性は家督を相続できず、「表」の領域に関与できなかったため、近世幕藩権力論や政治史研究は、
女性や奥向について論じてこなかった。女性は法制史のほか、好事家的にしか取り上げられなかったの
である。一方で、一九八0年代の女性史研究の進展により、近世史においても女性史研究が盛んになり、
その一環として武家女性の地位・知行・相続・婚姻や将軍家・大名家の奥向の機構・職制が明らかにさ
れてきたが、幕藩政治史との関連づけは不十分で、あった。そうした研究状況に対して、一九九0年代に
長野ひろ子氏が、将軍家や大名家の女性家族と奥向に奉公した女中衆を幕藩制国家の政治・権力構造に
位置づけ、武家女性の果たした公的・政治的役割を解明した。
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長野ひろ子氏は、将軍・大名家の妻娘が儀礼面を中心に政治的役割を担っていたことを指摘したが、
それを受けて大名家や給人家の儀礼における武家女性の役割の解明が進んだ。近世において儀礼は、主
従関係や身分的序列を維持する重要な政治的機能を担っていたのであるから、儀礼分析を通して上級武
家女性の政治的役割にアプローチすることは有効な方法であり、筆者も、奥向女性が担った儀礼の特質
とその機能を、表向の男性が担った儀礼との比較において考察を深めていきたいと考えている。
幕藩政治史研究にあっては、男性間で遣り取りされた公式の伝達媒体の文書のみが専ら分析対象とさ
れ、武家女性が遣り取りした書状は等閑に付されてきた。一方、女性史研究にあっても、女性の生涯を
明らかにする手がかりとして女性の書状を分析したものが見受けられるくらいであり、概ね手付かずの
まま放置されてきた。こうした研究状況の中で、高木昭作氏は、江戸城大奥の女性が発給した書状の果
たした政治的役割を、春日局の書状を事例に分析し、三代将軍家光期に老中制の成立に伴って確立した
老中奉書を媒体とした将軍の意思の公的な伝達ルートとは別に、側近や大奥女性を介した内証の伝達
ルートの存在を指摘した。この論考は、「表j と「奥」の分離という近世的ジェンダー・システムのも
とで、建前上は政治領域から排除された奥向の存在である女性が、内証の世界で果たした政治的役割を
明らかにする上で、女性が授受した書状を分析することの有効性を示唆しており、女性が遣り取りした
書状を積極的に活用することは、近世武家女性史を進展させるのみならず、奥向を構造的に組み込んだ
近世政治史を構築するためにも求められると考える。
近年、奥女中の文書をはじめとした女性が遣り取りした奥向史料が発掘され、将軍家および大名家の
女性や奥向を分析した研究が増えつつあるが、先行研究の多くはいくつかの間題点を抱えている。まず、
法令や女中の職制といった法制面における女性や奥向の研究と比較して、女性の地位・役割や奥向の実
態、についての研究は少ない。そして、分析の対象とする時期が限定されており、特定の奥向文書や奥日
記というように分析史料も限定されている傾向がある。法制上の事柄だけでなく、現実の社会における
実態についても明らかにし、法制度とその変化が、実態にどのように作用していたのか、そこにこそ時
代や社会の特質が表れると考える。また、武家文書は「表J の文書と「奥」の文書によって成り立って
おり、両方の史料を分析して統一的に解釈する必要がある。さらに、これまでの個別研究の成果を近世
社会の中に位置付けて捉え直す必要があるが、その際に注意すべき点は、各研究が異なる時期、地域、
家を対象としており、社会的背景が異なることを考慮しなければならない。
そこで、本博士論文では、大名家の女性と奥向について、「表」の文書たけでなく、女性が遣り取り
した書状をはじめとした「奥」の文書も使用し、同じ地域・家を対象として、中近世移行期から近世近
代移行期までを通時的に分析する。その際、人、「家」、大名の統治機構、国家体制というレベル、すな
わち、当時の男性・女性の意識や行動という個人のレベル、大名家の「家」としてのレベル、家臣や領
民を含む大名の統治機構である藩のレベル、幕藩体制における幕藩関係のレベル、以上の各レベルに法
制度と実態というこつの次元で考察し、それぞれの関係とその背景・要因を検討する。具体的には、藩
主の正室・側室・娘・女中の地位、財産、相続、役割、儀礼、交際、婚姻、祈祷、葬送、意識、「奥」
の規定や財政構造、大名家の奥向と将軍家の奥向との関係、ジェンダー・システムの形成と変遷の過程
について明らかにする。
以上の研究方法により、これまで部分的にみて論じられていたことを通時的な視点から改めて捉え直
し、分析で得られた結果がシステムとしてどうなっていて、どのように変遷していったのか、なぜその
ような状態が生じるのか、家の状況や藩政、幕藩関係、時代の変化、政治・社会構造と関連させて考察
することで、近世武家社会の特質と、ジ、エンダー・システムの下での武家女性の役割と奥向の歴史的意
義を解明したい。
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2 構成と概要
本博士論文は、六本の個別論文と終章で構成されている。第一章と第二章は、仙台藩伊達家を事例に
分析したもので、第三章から第六章は、薩摩藩島津家を事例に分析したものである。
「第一章 天下統一・幕藩制確立期における武家女性の役割と奥向一一仙台藩伊達家を事例として
一一」は、天下統一・幕藩制確立期における仙台藩伊達家の女性(正室・側室・娘・女中)を中心に、
それと関わりのあった豊臣政権・徳川政権や朝廷の女性も含めて、その役割とジェンダー・システムの
成立過程を考察したものである。天下統一期は、武家女性が政治や戦に直接関わる対外的役割を担って
いた時期から、音信・贈答の儀礼を通した対外的役割へと移行する時期であり、縁組の面でも政略的な
講和の保証手段としての戦国的な縁組から、伊達家と将軍家・大名家・重臣との紐帯の形成を目的とし
た近世的縁組へと転換していること、幕藩制確立期は、「奥」の規定が制定され、藩主の正室や生母の
系譜を利用した、幕府・朝廷と仙台藩との関わりがみられたことを明らかにしている。
「第二章 近世中期の仙台藩伊達家における女性の役割と奥向」は、近世中期における仙台藩伊達家
を事例として、正室の役割、娘・側室・女中の処遇、奥の規制、縁組の特徴、将軍家との儀礼の構造に
ついて検討したものである。正室の家内における経済的役割や幕藩関係における将軍家との儀礼の役割
について述べ、「表」と「奥」の近世的ジェンダー・システムに対応した形で、将軍家との儀礼、内証
の通信・交渉ルートの構築、藩主と正室・側室・娘による祈祷がなされていたことを指摘している。
第三章と第四章は、第一章と第二章で明らかとなった事実が一般的なものなのか、それとも仙台藩伊
達家独自のものなのかを検討するため、伊達家と同様に鎌倉時代から続く外様の大藩である薩摩藩島津
家を事例に分析したものである。「第三章 中近世移行期における武家女性の役割と奥向一一薩摩藩島
津家を事例として一一」は、中近世移行期における薩摩藩島津家の正室・娘・女中の役割と奥向、縁組
の特徴について、仙台藩伊達家の事例と比較しながら検討したものである。豊臣政権成立以前、島津家
をはじめとした武家の女性は、夫の死後、主体的かつ直接的に政治へ関与していたこと、慶長期を画期
として「表J と「奥」の明確な空間分離が図られたこと、縁組は家臣との紐帯を形成し支配の貫徹を目
的としたものであったこと、正室や娘は表向の政治に関心を持ち、自身の公的存在としての立場を認識
して、実家や婚家に寄与していたことについて述べている。
「第四章 近世前期から中期における薩摩藩島津家の女性と奥向」は、近世前期から中期における薩
摩藩島津家を事例として、正室・側室の基礎的事項とそれぞれの地位・役割、娘の縁組とその影響、女
中や奥向の実態、島津家の奥向と将軍家の奥向との関係について明らかにし、仙台藩伊達家の事例と比
較しながら検討したものである。女性知行や奥向の財政は、婚家や藩の厳しい財政を補填するものとし
て想定され、家の存続に影響を与え得るものであったこと、島津家の世子や多くの子女を産んだ側室の
中には、幕府には公式に届け出されないものの、藩内において実質的な正室として処遇される者がいた
こと、通時的な分析の結果、三代藩主綱貴の二女亀姫と近衛家久との縁組が契機となって、島津家の正
室による将軍家との贈答儀礼が行われるようになり、従来の留守居や老中を介する表向のルートに加え
て、女使や老女を介して島津家の奥向と将軍家の奥向とを結ぶ奥向のルートが築かれたことを指摘して
いる。
「第五章 近世後期における薩摩藩島津家の女性と奥向のルート」は、近世後期における薩摩藩島津
家の正室・側室、将軍家との縁組とその影響、島津家の奥向と将軍家の奥向との関係について考察した
ものである。正室と正室に準じる格となった側室は、家および藩レベルでは同様の地位・役割であった
が、幕藩関係レベルでは地位・役割に明確な差があったこと、将軍家縁の正室や将軍家に嫁いだ娘は、
藩内で格別な地位に置かれ、自身の由緒により実家と婚家の双方に働きかけて、藩政や幕藩関係に関与
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したこと、正室の儀礼によって築かれた奥向のルートは、藩主の内々の儀礼や交際、政治的な通信・交
渉のルートとしても機能し、六代将軍家宣の御台所天英院とのルート→御守殿を通す新たなルート→女
使と江戸城大奥老女が仲介する基本ルートと変遷を経ながら、奥向のルートの維持が図られたことを明
らカ斗こしている。
「第六章 大名華族のジェンダー・システムと女性の役割一一島津家を事例として一一」は、近世・
近代移行期における旧大名家のジ、エンダー・システムや女性の地位・役割の連続性と変容について、大
名華族である島津家を事例に考察したものである。近代になると島津家に政治機能はなくなったものの、
当主の保守的な性格や家庭から分離しない形で個人事業を経営していたことにより、「表」と「奥」の
近世的ジ、ェンダー・システムを引き継いでいたこと、社会的地位だけでなく家における地位でも、妻と
妾の差は大きかったこと、女性は家内では家政の評議に関与できなかったが、対外的には近世でみられ
た政治的役割に代わり、華族の妻として新たに社会的役割を担うようになったことについて述べている。
3 論点のまとめ
( 1 )武家女性の政治的役割
豊臣政権成立以前は、家や領内において、夫亡き後、実質的な当主として家を取り仕切り、対外的に
は戦に関与するなど、直接的な政治的役割を担っていた武家女性は、近世になると、家や藩における経
済的役割、家や藩さらには幕藩関係にも影響を与える縁組への関与、藩や幕藩関係における家臣や将軍
家との音信・贈答儀礼という間接的な役割に限定された。
家や藩における経済的役割では、藩主の正室が自身に与えられた賄い金を節約し、浮いた分を家臣に
分配したり、隠居後の合力金の減額を要請することを通して、表の財政状況の改善に貢献していた。隠
居した藩主が合力金の節約分を表の財政に回す事例も確認できるが、藩主だけでなく正室も、「家」の
存続、藩の安定に責任を負う立場にあったことによる。また、将軍家の養女である正室や将軍の御台所
となった娘によって、幕府からの手当金や拝借地、内々の下賜金を得ることとなったり、藩主の娘の所
有する知行が、娘の嫁ぎ先である家臣の家を経済的に支え、「家J の存続に影響を与える結果となって
いた。女性の財産や奥向の財政資金は、表の財政を補填する機能を有していたのである。
正室による縁組決定への関与の根底には、自身の血筋を大家に残したい、将軍家との関係を深めたい
という意識が存在し、女性が公家や大名家、将軍家との間で結ぼれる縁組の意義を認識し、その責任を
果たそうとしていたことが読み取れる。
(2 )武家女性の政治への直接関与
武家女性が直接政治に関与することについて、女性が政治に関与することは女性としてふさわしくな
いという女性の認識、女性の政治的助言に応じることは恥であるという男性の認識、藩主の正室や妹の
藩政に寄与する言動に対する「女ニは珍敷J r御分別奇特」という男性の感想、女性は話を鵜呑みにす
るという男性の認識にみられるように、女性は合理的な政治的判断を下すことはできないという暗黙の
認識があったことが分かる。このような認識に基づいて、実際に藩主が支藩における女性の政治への干
渉に対して警告する事例がみられたが、一方で家臣に嫁いだ娘に対して、幼当主に代わり実質的な当主
として政治を監督させる事例が確認できる。すなわち、大名家の正室や娘は、大名や給人の正室という
立場において後家として政治に直接関与することが可能となっていたのである。
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( 3 )正室と側室
藩主の正室の家における役割には、子女の養育、家族や親類・姻戚の人生儀礼への参加、親類・姻戚
との交際などがあり、藩においては、家臣との儀礼に関わるほか、藩の政治情報が伝えられ、死去に際
しては領内において鳴物停止が実施された。
藩主の世子を産んだ側室や多くの子女を産んだ側室の中には、藩内において実質的な正室や正室に準
じる格に処遇される側室が存在した。このような側室は、正室が家および、藩において担った役割と同様
の役割を果たし、死後は大名家の先祖に加えられて祭杷の対象とされたが、幕藩関係における将軍家と
の儀礼に携わることはなかった。正室は家および藩レベルと幕藩関係レベルで公的な存在であるのに対
し、側室は家および藩レベルにおいてのみ公的な存在であり、幕府という国家体制レベルにおいて公認
された存在であるかどうかが、幕藩関係に果たす対外的な役割を担い得るかどうかの違いをもたらした
のである。このことは、近代における妻と妾の地位・役割の違いにも関わってくるものであった。
( 4 )縁組と出自
豊臣政権成立以前において政略的な講和の保証手段であった縁組は、近世になると将軍家・大名家・
家臣の家との紐帯の形成を目的にするものへと転換し、女性は嫁ぐと婚家に尽くすべきであり、婚家で
子孫を繁栄させることが実家や先祖にとって名誉であるという婚姻の意義や婚姻に対する男女の意識に
も反映されていた。そして、娘が将軍家と縁のある家に嫁ぐことは、そのこと自体が先祖に対する孝行
であると考えられており、将軍家との縁組によって藩が格別な処遇を受けることは、栄華と認識された。
これまで述べてきたように、武家女性の政治的役割は女性の出自に基づくものであった。この出自に
は養子縁組による親子関係も含まれていたため、正室が世子をはじめとした庶子を養子とし、正室の娘
と側室の娘で縁組相手の傾向が異なり、将軍家の養女が藩や幕藩関係に影響を及ぼしたのである。将軍
家から大名家に嫁いだ娘(養女)と、大名家から家臣の家に嫁いだ娘(養女)は、嫁いだ後もそれぞれ
将軍家、大名家の娘として処遇され、実家との家族関係が強く保持された。大名家から他の大名家や公
家に嫁いだ娘(養女)、家臣の家から大名家に嫁いだ娘、大名家から将軍家へ嫁いだ娘は、このような
処遇を受けていない。将軍家や大名家の娘(養女)の有する実家との家族関係によって、彼女たちは実
家との縁を利用し、婚家の政治や処遇に貢献したのである。
(5 )将軍家との儀礼と奥向のルート
将軍家との縁組が契機となって、大名家の奥向と将軍家の奥向との間で、大名家の正室が女使を江戸
城大奥に登城させて、大奥老女が将軍家との聞を取り次ぐ形で、儀礼がなされるようになる。正室によ
る将軍家との儀礼は代々引き継がれ、正室の対外的な政治的役割として定着する。先行研究では御三
家・御三卿といった将軍家の一族のほか、藩主の正室に将軍家の娘(養女)を迎えることで将軍家との
直接の姻戚関係を有する大名家が、女使を派遣することを許されたとされていたが、薩摩藩島津家では、
藩主の娘が将軍の御台所の実家と縁組することで、御台所の実家を介して将軍家との姻戚関係が生じ、
正室による女使の派遣が開始されていたことが明らかとなった。
正室によって将軍家との間でなされる儀礼で築かれた奥向のルートは、藩主の内々の儀礼や交際にも
利用されるともに、内証の政治的な通信・交渉ルートとしても機能した。そして、将軍の御台所とのルー
ト→御守殿を通すルート→女使と江戸城大奥老女が仲介する基本ルートと変遷を経ながら、奥向のルー
トの維持が図られたのである。
徳川政権確立期までは、側室、侍女、乳母という立場の女性が、主人との個人的な関係に基づき、主
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人の意を受けて書状による内々の政治情報の伝達をしていたことが確認できた。高木昭作氏は『江戸幕
府と伝達文書』で、主従間の心安い関係に基づいた将軍の側近や春日局との内証の伝達ルートについて
明らかにしているが、このような特定の人脈に基づいた大名家や将軍家の奥向女性個人が果たした内証
の伝達ルートとしての機能は、幕藩制確立期に幕府と藩で支配機構や諸制度と共に、「奥」の機構が整
備されていくのに伴って、将軍家との儀礼の仕組みが確立することで、奥向のルート自体がシステムと
してその機能を有することとなった。先に述べたように、正室による将軍家との儀礼も、その契機は特
定の個人との縁組による姻戚関係に基づいたものではあるが、将軍権力が確立し、将軍家との儀礼と奥
向のルートが組織化されたことで、姻戚関係に基づく大名家の奥向と将軍家の奥向との関係が相続され
ることとなり、正室による儀礼と藩主による内々の儀礼が代々引き継がれ、形式的な変遷を経ながらも
内証の政治的な通信・交渉ルートとして機能し、維持されたのである。
なお、代を経るごとに将軍家との姻戚関係が薄くなっていくため、大名家が奥向のルートによる音
信・贈答儀礼の継続を願い出る際には、由緒や先例の存在を強調している。薩摩藩主継豊の正室浄岸院
の事例にみられるように、将軍家との姻戚関係を更新する目的で、将軍家縁の女性が将軍家(将軍家の
一族)との縁組に関与したことは、後の藩政や幕藩関係に影響を及ぼすこととなった。
( 6) ジ、ェンダー・システムと女性の役割
徳川幕府の開幕から幕藩制確立期にかけて成立していった「表J と「奥」のジ、エンダー・システムの
下で、武家女性はこれまで述べてきたような家や藩、幕藩関係における様々な役割を果たしていた。近
世においては、公権力の担い手が個人ではなく「家」であり、将軍家や大名家は政権を担うと同時に家
政を執行していたため、城や屋敷の中で「表J と「奥」に空間的・制度的に分離されていても、機能面
では幕政・藩政と家政が未分離となっていた。このことが、将軍家・大名家の女性の役割や縁組が政治
的要素を帯び、家や藩政、幕藩関係に影響を及ぼす結果をもたらしたのである。
近代において大名華族となる島津家は、近世において担っていた公権力を失うことになったが、当主
の保守的な性格や家庭から分離しない形で個人事業を経営していたことにより、「表J の機能を政治(藩
政)から個人事業経営へと変化させることで、空間的にも制度的にも「表J と「奥J の近世的ジェン
ダー・システムを引き継いでいた。近世において家、藩、幕藩関係レベルの役割を担っていた島津家の
女性は、近代になると家においては家政の評議に参加できず、家レベルの役割は家庭内再生産領域に限
定されていったO 一方、家が公権力を失ったため、近世でみられた藩レベルの役割は消滅し、国家体制
レベルの役割は、大名の妻として幕藩関係に果たした政治的役割に代わり、華族の妻として社交や社会
活動を通した社会的役割を担い、近代の一般女性を先導する新たな対外的役割を果たすこととなったの
である。
大名家の正室や娘は、妻・娘として「家J の一員であると同時に、公権力の担い手である藩主家族の
一員として公的存在であったため、彼女たちの領域である奥向と彼女たちの果たす役割は、表の政治・
経済を補助する機能を有していた。将軍家との儀礼では、表と奥の領域の特質に基づいて、表の儀礼と
奥向の儀礼の構造・機能が異なっており、大名家と将軍家はそれぞれを相互補完的に活用することで、
幕藩関係を維持していたのである。近世において、武家女性が政治に直接関与できないという性差に基
づく支配構造は根強く存在していたが、大名の正室や娘という立場の女性は、夫亡き後、後家として幼
当主に代わり政治を監督する場合があった。このことは、武家女性が夫である大名や給人の政治的権限
を分担し、非常時において行使し得る存在であったと捉えることができる。以上のように、近世武家社
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会のジ、エンダー・システムは「表」と「奥」に空間的かつ制度的に分離されたものであったが、その下
での女性の役割と奥向は、表の政治領域と密接に関係していたのである。
論文審査結果の要旨
本論文は、男性が政治と軍事を担う「表」の領域と、当主家族が生活を営み、女性が跡継ぎを産み育
てて権力の世襲を維持する役割を担う「奥」の領域に空間的にも制度的にも分離していた、近世武家社
会のジェンダー・システムのもとでの女性の役割を、仙台藩伊達家と薩摩藩島津家を事例に考察したも
のである。序章と本論 6 章、終章からなる。
序章では、近年研究が進んでいる将軍家や大名家の奥向に関する研究動向を整理して、その問題点を
指摘し、本論文の課題を提示する。
第 l 、 2 章は仙台藩伊達家を分析対象としたものである。第 1 章では、天下統一・幕藩制確立期にお
ける伊達家の女性(正室・側室・娘・女中)を中心に、それと関わりのあった豊臣政権、徳川政権や朝
廷の女性も含めて、その役割と近世的ジ、エンダー・システムの成立過程を考察する。天下統一期には武
家女性が政治や戦に直接関わる対外的役割を果たしていたのが、幕藩制確立期には音信・贈答の儀礼を
通した対外的役割へと転換するとともに、藩主の正室や生母の系譜を利用した伊達家と将軍家・朝廷と
の関わりがみられたことなどを指摘している。第 2 章では、近世中期における伊達家の正室の役割、娘­
側室・女中の処遇、奥の規制、縁組の特徴、将軍家との儀礼の構造などについて考察する。「表」と「奥」
の近世的ジェンダー・システムに対応した形で将軍家との儀礼がなされ、奥向を通じた内証の通信・交
渉ルートの構築もなされた点を明らかにした点は、特筆すべき成果である。
伊達家の分析から明らかになった事実が一般的なものか、伊達家独自のものなのかを検討するため、
第五 4 章では伊達家と同様に鎌倉時代から続く旧族大名家の薩摩藩島津家を取り上げ、中近世移行期
から中期までの奥向と女性の役割を考察し、伊達家との異同を指摘する。島津家奥向を対象とした先行
研究では、 5 代藩主継豊と 5 代将軍徳川綱吉の養女竹姫との縁組を機に将軍家奥向との儀礼が始まった
としているのに対し、それは 3 代藩主綱貴の二女亀姫と近衛家久との縁組を契機としており、以後その
関係が継続されていたことを明らかにし、第 5 章では近世後期における奥向のルートの政治的機能を考
察している。
近代には政治機能が家から分離されるが、島津家では当主の保守的性格や家業として事業経営を行っ
ていたことにより、「表」と「奥」の近世的ジェンダー・システムが引き継がれる一方、女性は政治の
みならず家政の評議にも関与できなくなっていたことを、第 6 章で指摘する。
終章では所論を総括して、研究史上の意義を明らかにしている。
従来の研究では分析の対象時期と使用史料が限定されていたのに対し、通時的に考察した点と、あま
り活用されてこなかった奥向女性のやりとりした書状の分析を通して女性の役割の解明を試みた点に、
本論文の特徴があり、それによって新たな事実と論点を提示している。特に、大名家と将軍家との奥向
の関係は、儀礼のみならず、内証の政治交渉のルートとしても利用されていたことを解明した点は、幕
藩政治史にも新たな視野を切り拓くものであり、その意義は大きい。
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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